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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を
ご
家

族
お
揃
い
で
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
全
国
各
地
で
豪
雨
災
害

や
台
風
被
害
が
頻
発
し
た
年
で
し
た
。

長
野
県
に
お
き
ま
し
て
も
、
５
月
の
降

雹
や
10
月
の
大
型
台
風
19
号
な
ど
に

よ
り
農
畜
産
物
、
農
業
施
設
、
圃
場

の
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
特
に

台
風
19
号
に
お
い
て
は
、
家
屋
の
倒
壊

や
浸
水
等
に
よ
り
生
活
基
盤
に
も
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
は
あ
ら
た
め
て
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
が
農
家
・
組
合
員
の
皆
様
に

と
っ
て
災
害
の
な
い
実
り
多
い
１
年
に

な
り
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

長
野
県
本
部
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
も
県
本
部
総
合
経
営
管

理
体
制
の
堅
持
と
い
う
県
本
部
経
営

管
理
の
基
本
を
ふ
ま
え
、
会
員
Ｊ
Ａ

と
一
体
的
な
事
業
運
営
に
よ
り
、生

産
販
売
か
ら
購
買
ま
で
一
貫
す
る
総

合
経
済
事
業
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
組
合

員
の
営
農
と
生
活
の
向
上
に
貢
献
す

る
と
い
う
基
本
理
念
に
添
い
、運
営

委
員
会
会
長
と
し
て
、引
き
続
き
健
全

な
事
業
運
営
と
長
野
県
農
業
の
発
展

に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一
丸
と

な
っ
て
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
取
り
組
み
、

政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
で
は
農

協
改
革
集
中
推
進
期
間
に
お
い
て
一

定
の
評
価
を
得
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
組

織
に
対
し
て
更
に
改
革
成
果
を
強
く

求
め
て
く
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

政
府
主
導
で
な
い
自
ら
の
取
組
み
と

し
て
改
革
を
さ
ら
に
加
速
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
畜
産
物
貿
易
交
渉
に
お

い
て
は
、
一
昨
年
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、
昨

年
２
月
の
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
発
効
に
続
き

米
国
と
の
二
国
間
に
よ
る
日
米
貿
易

協
定
が
1
月
1
日
に
発
効
と
な
り
ま

し
た
。
政
府
主
導
に
よ
る
自
由
貿
易

交
渉
が
加
速
し
、
農
業
が
か
つ
て
な

い
自
由
化
に
さ
ら
さ
れ
農
業
者
の
大

き
な
不
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業

者
が
将
来
に
希
望
が
持
て
る
政
策
・

対
策
を
、
政
府
・
与
党
に
は
引
き
続

き
強
く
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
コ
レ
ラ
）

対
策
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始

さ
れ
、
農
家
負
担
の
軽
減
や
風
評
被

害
対
策
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
行
政
と
連
携
し
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
「
２
０
１
９
〜
２
０
２
１ 

Ｊ
Ａ
長
野
県
３
ヶ
年
計
画
重
点
事

項
」
に
連
動
し
た
県
本
部
「
中
期
事

業
計
画
（
２
０
１
９
年
〜
２
０
２
１

年
）」
の
中
間
年
度
と
な
り
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
農
業
生
産
基
盤
の
維

持
強
化
、
信
州
産
農
畜
産
物
の
販
売

体
制
強
化
、
系
統
経
済
事
業
の
競
争

力
強
化
、地
域
の
生
活
基
盤
の
維
持
・

発
展
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
・
県
本
部
と
の
事
業
機
能
の
連

携
を
い
っ
そ
う
強
め
る
と
と
も
に
、
本

計
画
の
確
実
な
実
践
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ

組
合
員
へ
の
メ
リ
ッ
ト
還
元
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

１
月
は
旧
暦
の「
睦
月
」と
称
し
ま

す
。「
実
月
」（
稲
の
実
を
は
じ
め
て
水

に
浸
す
月
）が
転
じ
た
と
の
説
も
あ

り
ま
す
。
旧
暦
が
示
す
と
お
り
、
農

業
は
日
本
人
の
生
活
や
文
化
・
風
習

に
深
く
根
ざ
し
て
お
り
、
私
た
ち
Ｊ

Ａ
組
織
は
、
日
本
を
形
成
し
て
き
た

農
業
を
守
り
未
来
に
引
き
継
い
で
い

く
使
命
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
が
組
合
員
は
じ
め
地

域
の
皆
様
に
と
っ
て
更
に
飛
躍
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
長
野
県
本
部

 

運
営
委
員
会
会
長　

雨
宮　

勇

新
春
に
あ
た
っ
て 

〜
令
和
２
年 

年
頭
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

3大ニュース
︻
生
産
振
興
部
︼

₁
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
ト
レ
リ
ス
の
設
置

　
リ
ン
ゴ
栽
培
に
お
け
る
風
害
・
雹
害
等
の

気
象
変
動
に
も
強
い
施
設
化
の
推
進
と
し
て
、

高
密
植
わ
い
化
栽
培
用
ト
レ
リ
ス
の
強
度
化

を
進
め
る
た
め
、
地
元
業
者（
㈱
高
見
澤
）

と
連
携
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
ト
レ
リ
ス
を

初
め
て
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
改
善
・

改
良
を
同
社
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
、
普
及

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

₂
果
菜
類
の
生
産
拡
大
へ
の
取
組
み

　
取
引
先
と
規
格
を
簡
素
化
し
た
条
件
設
定

に
よ
り
、
キ
ュ
ウ
リ
の
生
産
拡
大
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
特
に
、
き
の
こ
生
産
者
に
対
し

夏
場
需
要
減
退
期
で
の
複
合
化
品
目
と
し
て

支
持
を
受
け
、
次
年
度
へ
の
拡
大
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
で
は
品
種

や
接
ぎ
木
苗
の
栽
培
試
験
を
行
い
、
接
ぎ
木

苗
の
メ
リ
ッ
ト
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
次
年

度
に
は
拡
大
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

₃
ス
マ
ー
ト
農
業
の
情
報
発
信

　
将
来
を
見
据
え
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
を
活

用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
態
を
把
握
し
、

情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。
ハ
ー
ド
面
で
は
、

収
穫
機
や
ド
ロ
ー
ン（
全
自
動
運
航
）
の
実

演
を
行
い
、
作
業
労
力
の
省
力
・
効
率
化
を

確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
ソ
フ
ト
面
で
は
、
生

産
者
向
け
の
栽
培
管
理
等
の
シ
ス
テ
ム
も
情

報
を
収
集
し
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
次
年

度
に
向
け
て
は
、
圃
場
実
証
へ
と
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

︻
生
産
販
売
部
︼

₁ 

輸
送
コ
ス
ト
抑
制
に
向
け
た
物
流
改
善
へ

の
取
組
み

　
生
産
販
売
部
で
は
、
中
期
事
業
計
画
の
重

点
目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
効
率
的
な
物
流

体
制
と
輸
送
コ
ス
ト
抑
制
に
向
け
た
物
流
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
パ
レ
ッ
ト
輸
送

へ
の
体
制
づ
く
り
、
卸
売
会
社
で
の
荷
受
体

制
の
改
善
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
輸
送
な
ど
、

課
題
解
決
に
必
要
な
取
組
み
事
項
を
13
項
目

に
整
理
し
、
輸
送
試
験
を
実
施
し
な
が
ら
取

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
改
善
内
容

を
会
員
Ｊ
Ａ
と
協
議
し
、
輸
送
会
社
、
荷
受

先
と
条
件
整
備
を
進
め
な
が
ら
、
物
流
改
善

の
具
現
化
を
進
め
ま
す
。

₂
長
野
県
青
果
物
・
花
き
取
引
会
議
の
開
催

　
生
産
販
売
部
は
５
月
31
日
長
野
市
内
で
、

青
果
・
花
き
の
主
要
取
引
卸
売
会
社
23
社
の

代
表
を
招
き
、総
勢
91
名
の
出
席
の
も
と﹁
令

コンクリート製トレリス

ドローンの実演

2019年 各部の
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2019年 各部の3大ニュース

2
中
古
農
機
情
報
サ
イ
ト
の
開
設

　
８
月
よ
り
、
農
家
組
合
員
か
ら
の
要
望
の

大
き
い
中
古
農
機
需
要
に
応
え
る
た
め
、
全

農
長
野
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
一
般
公
開
の
中

古
農
機
情
報
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
や
全
農
長
野
が
扱
う
中
古
農
機
を
サ

イ
ト
に
掲
載
し
、
県
内
Ｊ
Ａ（
古
物
商
の
営

業
許
可
未
取
得
Ｊ
Ａ
を
除
く
）
の
組
合
員
を

対
象
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
掲
載
機
種
の
充
実
に
向
け
Ｊ
Ａ
と
連

携
し
て
中
古
農
機
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、

中
古
農
機
の
流
通
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

中
古
農
機
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://
w

w
w

.nn.zennoh.or.jp/chuko-
nouki/

3
Ｊ
Ａ
農
機
＆
資
材
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
開
催

　
７
月
19
日
㈮
～
20
日
㈯
の
２
日
間
、
長
野

市
の
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
で
23
回
目
と
な
る
﹁
Ｊ

Ａ
農
機
＆
資
材
フ
ェ
ス
タ
﹂
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
企
画
で
は
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
を
使
っ
た
情
報
発
信
を
行
い
、
特
設
コ
ー

ナ
ー
で
は
60
馬
力
共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ
ー
や

Ｊ
Ａ
長
野
県
推
奨
型
式
シ
リ
ー
ズ
の
展
示
、

会
場
外
で
は
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
や
ド
ロ
ー
ン

の
実
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
受
付
来
場
者

は
５
，
８
４
４
名（
計
画
比
１
１
７
％
・
前

年
比
１
０
９
％
）、
成
約
金
額
は
16・５
億
円

（
計
画
比
１
０
３
％
・
前
年
比
１
０
２
％
）
と

計
画
・
前
年
を
上
回
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

取
組
み
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

︻
畜
産
酪
農
部
︼

1 

県
内
で
の
Ｃ
Ｓ
Ｆ︵
豚
コ
レ
ラ
︶発
生
と
対
応

　
Ｃ
Ｓ
Ｆ（
豚
コ
レ
ラ
）
は
、
豚
・
イ
ノ
シ

シ
の
病
気
で
あ
り
２
０
１
８
年
９
月
に
日
本

で
は
26
年
ぶ
り
に
岐
阜
県
で
感
染
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
近
県
に
拡
大
、
全
国

で
15
万
頭
以
上
の
飼
養
豚
が
殺
処
分
さ
れ
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
。
県
内
で
も
合
計
４
施

設
で
感
染
が
確
認
さ
れ
合
計
２
，
９
４
３
頭

が
防
疫
措
置
に
よ
り
殺
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
感
染
確
認
も
、
東

海
、
北
陸
、
中
部
、
関
東
の
12
県
ま
で
拡
大

し
、
国
は
本
年
10
月
よ
う
や
く
防
疫
指
針
を

改
定
、
予
防
的
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま

し
た
。
全
農
と
し
て
も
関
係
機
関
・
県
内
Ｊ

Ａ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
県
内
養
豚
農
場

に
お
け
る
防
疫
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
後
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
し
た
豚
肉
は
食
べ

て
も
人
体
に
影
響
な
く
、
安
全
で
あ
る
と
い

う
正
し
い
情
報
を
周
知
す
る
と
と
も
に
風
評

被
害
対
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

2 

長
野
県
中
央
家
畜
市
場

　
家
畜
セ
リ
シ
ス
テ
ム
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
長
野
県
中
央
家
畜
市
場
は
、
平
成
23
年
よ

り
木
曽
町
で
、
隔
月
、
年
間
和
牛
子
牛
約
２
，

０
０
０
頭
を
上
場
し
て
い
ま
す
。
本
年
６
月

市
場
か
ら
、
約
２
，
０
０
０
万
円
を
掛
け
て

家
畜
セ
リ
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
、
モ
ニ
タ
ー

の
大
型
化
や
複
数
化
、
セ
リ
本
牛
以
外
に
セ

リ
前
５
頭
及
び
セ
リ
後
３
頭
の
情
報
提
供
等

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
県
内
外
購
買
者
、
素
牛
生
産
者

の
皆
様
に
評
価
い
た
だ
け
る
子
牛
市
場
を
目

指
し
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

和
元
年
度
長
野
県
青
果
物・花
き
取
引
会
議
﹂

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
で
あ
る
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
運
営
委
員

会
の
雨
宮
勇
会
長
か
ら
﹁
本
年
度
生
産
販
売

部
の
取
扱
目
標
１
，
５
８
４
億
円
の
達
成
に

向
け
た
、
信
州
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
商
品
開

発
、
生
産
基
盤
づ
く
り
、
販
売
力
強
化
に
取

り
組
む
﹂
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
取
引
卸
売
会

社
に
対
し
て
本
年
度
生
産
販
売
事
業
の
重
点

方
針
を
説
明
し
ま
し
た
。
代
表
卸
売
会
社
３

社
か
ら
は
﹁
卸
売
市
場
法
改
正
に
伴
う
市
場

機
能
変
化
と
将
来
性
、
産
地
に
期
待
す
る
こ

と
﹂
の
提
言
を
い
た
だ
き
、
本
年
度
の
安
定

販
売
に
向
け
た
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

3 ﹁
え
の
き
た
け
﹂と﹁
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
﹂

が
機
能
性
表
示
食
品
に
!!

　
10
月
、
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
が
事
業
者
と
し
て

届
け
出
た
、
え
の
き
た
け
と
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ

ル
が
、
機
能
性
表
示
食
品
と
し
て
消
費
者
庁

に
受
理
さ
れ
ま
し
た
。
全
農
長
野
・
信
州
大

学
・
長
野
県
の
産
学
官
連
携
の
研
究
成
果
に

よ
り
、
生
鮮
き
の
こ
、
生
鮮
ぶ
ど
う
と
し
て

は
全
国
初
の
機
能
性
表
示
食
品
と
な
り
ま
し

た
。

　

機
能
性
関
与
成
分
の
﹁
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ（
γ
–

ア
ミ
ノ
酪
酸
）﹂
の
研
究
に
よ
り
、﹁
Ｇ
Ａ
Ｂ

Ａ
に
は
血
圧
が
高
め
の
方
の
血
圧
を
下
げ
る

機
能
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。﹂

と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
表
示
、
機
能
性
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。
え
の
き
た
け
は
﹁
長
野
県

Ｊ
Ａ
産
え
の
き
た
け
﹂、
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル

は
﹁
毎
日
グ
レ
ー
プ（
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
）﹂

の
商
品
名
で
、
健
康
意
識
が
高
ま
る
現
代
社

会
へ
の
付
加
価
値
販
売
を
目
指
し
ま
す
。

︻
生
産
購
買
部
︼

1 
バ
ー
コ
ー
ド
に
よ
る
自
動
仕
入
れ
入
力
の

拡
大

　
生
産
資
材
伝
票
の
バ
ー
コ
ー
ド
に
よ
る
自

動
仕
入
れ
入
力
は
、
従
来
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
の

特
定
取
引
先
の
み
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
よ
り
肥
料
農
薬
の
取
引
先
が
対
応
可
能

と
な
り
ま
し
た
（
合
計
約
１
０
０
社
）。
本

年
度
は
取
引
コ
ー
ド（
桁
数
）
を
増
や
す
よ

う
に
シ
ス
テ
ム
改
修
を
し
、
取
引
先
拡
大
に

向
け
て
推
進
を
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

３
月
よ
り
肥
料
農
薬
の
発
注
デ
ー
タ
の
連
動

を
進
め
、
今
後
も
、
系
統
事
務
の
省
力
化
・

効
率
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農機＆資材フェスタでの展示 

長野県青果物・花き取引会議
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A-Policy 2019年 各部の3大ニュース

3
４
年
振
り
に
乳
価
値
上
げ

　
生
乳
価
格
が
、
４
年
振
り
に
４
円
／
㎏
値

上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
飲
用
向
け
と
発
酵
乳

向
け
が
対
象
で
す
が
、
学
校
給
食
向
け
、
そ

の
他
の
用
途
向
け
価
格
の
値
上
げ
に
は
至
ら

ず
、
平
均
乳
代（
プ
ー
ル
乳
価
）
で
３・
２

円
／
㎏
の
値
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
県
内
酪

農
家
は
生
産
費
の
高
騰
や
人
手
不
足
な
ど
コ

ス
ト
の
上
昇
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
牛
乳
・

乳
製
品
の
栄
養
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
消
費

者
に
値
上
げ
の
理
解
を
求
め
る
と
も
に
、
生

産
者
と
協
力
し
生
乳
生
産
の
品
質
向
上
と
基

盤
の
維
持
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

︻
生
活
部
︼

1﹁
Ｊ
Ａ
で
ん
き
﹂
取
扱
い
開
始

　
全
農
は
、
平
成
28
年
か
ら
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

施
設
へ
の
電
力
供
給
を
開
始
し
、
平
成
30
年

度
に
は
﹁
Ｊ
Ａ
で
ん
き
﹂
の
呼
称
で
一
般
家

庭
向
け
に
電
力
を
供
給
で
き
る
体
制
を
構
築

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
燃
料
・
ホ
ー
ム

エ
ネ
ル
ギ
ー
課
で
は
、
一
般
家
庭
向
け
の
電

力
供
給
開
始
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修
、
推

進
ス
キ
ー
ム
の
整
備
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、﹁
Ｊ
Ａ
で
ん
き
﹂
の
全
県
展

開
に
先
立
ち
、
県
内
２
Ｊ
Ａ
を
先
行
Ｊ
Ａ
と

し
て
取
組
み
を
進
め
て
お
り
、
年
内
ま
で
に

Ｊ
Ａ
内
部
職
員
へ
の
推
進
を
開
始
し
、
次
年

度
か
ら
一
般
組
合
員
へ
の
推
進
に
着
手
す
る

予
定
で
す
。﹁
Ｊ
Ａ
で
ん

き
﹂
は
一
般
的
な
家
庭
で

中
部
電
力
に
比
べ
電
気
料

金
を
５
％
程
度
削
減
で
き

る
た
め
、
次
年
度
以
降
は

取
扱
い
Ｊ
Ａ
を
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
石
油
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
、
電
気
の
全
て
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
取
扱
体
制
を
強

化
し
、
総
合
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
提
案
の
実
施
に
よ
り
、

組
合
員
の
営
農
・
生
活
コ

ス
ト
を
低
減
し
、
所
得
向

上
に
貢
献
し
ま
す
。

2
簡
単
給
油
！

　
Ｅエ

ネ

キ

ー

ｎ
ｅ
Ｋ
ｅ
ｙ
の
導
入
開
始

　
協
同
経
営
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
で
は
顧
客
固
定
化

を
図
る
た
め
、
令
和
元
年
７
月
よ
り
セ
ル
フ

Ｓ
Ｓ
で
使
用
で
き
る
、
ス
ピ
ー
ド
決
済
ツ
ー

ル﹁
Ｅ
ｎ
ｅ
Ｋ
ｅ
ｙ
﹂
の
導
入
を
開
始
し
ま

し
た
。﹁
Ｅ
ｎ
ｅ
Ｋ
ｅ
ｙ
﹂
は
、
現
在
お
持

ち
の
エ
ネ
オ
ス
カ
ー
ド
等
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
が
あ
れ
ば
、
た
っ
た
３
分
で
お
申
し
込
み

が
で
き
ま
す
し
、
車
の
キ
ー
に
付
け
ら
れ
る

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
タ
イ
プ
で
携
帯
も
ラ
ク
ラ
ク

で
す
。
ま
た
、お
財
布
を
出
さ
な
く
て
も﹁
Ｅ

ｎ
ｅ
Ｋ
ｅ
ｙ
﹂
を
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
す
だ
け

で
、
カ
ン
タ
ン
＆
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
給
油
が

で
き
ま
す
。
更
に
発
行
手
数
料
は
な
ん
と
無

料
で
、
安
心
の
紛
失
・
盗
難
補
償
付
き
で
す
。

現
在
、
協
同
経
営
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
で
は
、
約

７
千
名
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
各

協
同
経
営
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
に
お
申
し

付
け
く
だ
さ
い
！

　
Ｓ
Ｓ
業
界
は
、
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
お

客
様
の
囲
い
込
み
等
、
競
争
が
激
し
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
皆
様
、

お
客
様
に
支
持
さ
れ
る
Ｓ
Ｓ
づ
く
り
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

3
新
た
な
系
統
生
活
物
流
ス
タ
ー
ト

　
系
統
生
活
物
流
は
﹁
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
機
能
﹂
と
し
て
の
存
続
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
物
量
の
減
少
に
と
も
な
う
物
流
費
比

率
の
上
昇
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。
こ
の
た

め
平
成
29
年
度
よ
り
﹁
Ｊ
Ａ
長
野
県
生
活
物

流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
に
お
い
て
、
効
率
的
な

系
統
生
活
物
流
体
制
構
築
に
向
け
た
検
討
協

議
を
進
め
、
本
年
度
４
月
か
ら
新
た
な
生
活

物
流
体
制
の
ス
タ
ー
ト
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。

　
物
流
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
専
門
調
査

機
関
に
よ
る
現
状
分
析
、
こ
れ
に
基
づ
く
拠

点
ご
と
の
配
送
効
率
検
証
、
納
品
品
目
ご
と

の
配
送
体
系
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
等
そ
れ
ぞ
れ
の

検
討
を
踏
ま
え
、
関
係
Ｊ
Ａ
お
よ
び
グ
ル
ー

プ
関
係
会
社
、
各
取
引
先
の
ご
協
力
の
下
、

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
輸
配
送
情
勢
は
、
働
き
方
改
革
に
と
も
な

う
時
間
管
理
の
徹
底
や
要
員
不
足
等
に
よ
り
、

今
後
一
層
の
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
測
さ

れ
、
系
統
生
活
物
流
も
さ
ら
な
る
効
率
化
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
次
年
度
以
降
も
ご
理
解
、

ご
協
力
い
た
だ
く
な
か
で
改
善
に
む
け
た
取

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
J
A
全
農
長
野
包
装
資
材
課
は
、
本
年
度
、

販
売
部
署
と
連
携
し
た
積
極
的
な
規
格
・
過

剰
包
装
の
見
直
し
提
案
に
よ
る
コ
ス
ト
抑
制

と
パ
レ
ッ
ト
輸
送
に
よ
る
効
率
的
な
青
果
物

輸
送
に
適
し
た
出
荷
資
材
の
統
一
規
格
設
定

を
進
め
る
こ
と
を
重
点
方
針
と
し
て
事
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

■
段
ボ
ー
ル
の
規
格
見
直
し
お
よ
び

　
適
正
包
装
の
推
進

　
２
年
連
続
の
値
上
げ
か
ら
高
止
ま
り
す
る

段
ボ
ー
ル
価
格
の
抑
制
の
た
め
、
県
全
体
の

き
の
こ
（
え
の
き
、
ぶ
な
し
め
じ
）
の
規
格

見
直
し
検
討
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
え
の
き

主
要
規
格
に
つ
い
て
、
詰
め
方
の
変
更（
15

袋
×
２
段
詰
め
か
ら
10
袋
×
３
段
詰
め
へ
）

と
一
貫
パ
レ
ッ
ト
輸
送
想
定
に
よ
る
段
ボ
ー

ル
サ
イ
ズ
の
縮
小（
紙
の
使
用
面
積
減
少
）

を
行
い
、
輸
送
試
験
等
を
実
施
し
た
結
果
、

新
規
導
入
が
決
定
し
、
産
地
の
実
態
に
合
わ

せ
な
が
ら
主
産
地
を
中
心
に
順
次
切
替
え
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　
段
ボ
ー
ル
の
価
格
構
成
に
お
い
て
は
、
使

用
さ
れ
る
原
紙
代
の
影
響
が
大
き
く
、
そ
の

使
用
面
積（
才
数
）
に
よ
り
価
格
が
上
下
し

ま
す
。
通
常
の
段
ボ
ー
ル
で
は
、
天
面
の
フ

ラ
ッ
プ
は
ぴ
っ
た
り
閉
じ
る
よ
う
に
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
短
く
す
る
こ
と

（
シ
ョ
ー
ト
フ
ラ
ッ
プ
）
に
よ
っ
て
才
数
を

削
減
し
、
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
す
で
に
野
菜
段
ボ
ー
ル
で
は
広
く
普
及
し

て
い
ま
す
が
、
き
の
こ
向
け
段
ボ
ー
ル
と
し

て
は
昨
年
度
、
主
産
地
に
お
い
て
ぶ
な
し
め

じ
段
ボ
ー
ル
の
１
規
格
に
つ
い
て
先
行
的
に

導
入
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
に
お
い
て
は
、

主
要
規
格
を
対
象
に
県
内
各
産
地
で
昨
年
か

ら
の
課
題
解
決
を
図
る
中
、
継
続
的
な
試
験

を
行
い
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
ぶ
な
し
め

じ
に
お
い
て
新
た
に
３
Ｊ
Ａ
で
シ
ョ
ー
ト
フ

ラ
ッ
プ
段
ボ
ー
ル
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
し
、
流
通
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
き
の
こ
以
外
の
果
実
・
野
菜
・
花
き
に
お

い
て
も
、
Ｊ
Ａ
ご
と
に
類
似
規
格
の
集
約
化

や
材
質
・
才
数
の
変
更
提
案
を
行
い
見
直
し

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
切
替
え
を
進
め
る
予

定
で
す
。

■
青
果
物
パ
レ
ッ
ト
輸
送
の

　
取
組
み
方
向
を
踏
ま
え
た
資
材
提
案

　
物
流
の
担
い
手
で
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人

員
不
足
は
深
刻
で
、
そ
の
労
働
条
件
や
労
働

環
境
の
改
善
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

青
果
物
輸
送
に
お
い
て
は
、
現
在
も
手
荷
役

（
手
積
み
・
手
降
し
）
に
よ
る
配
送
が
行
わ

れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ

て
長
時
間
の
重
労
働
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
課
題
を
解
決
す
る
方
策
と
し
て
、
パ
レ
ッ

ト
の
活
用
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
本
年
度
、
パ

レ
ッ
ト
輸
送
に
よ
る
効
率
的
な
青
果
物
輸
送

に
向
け
販
売
部
署
と
連
携
し
た
出
荷
資
材
の

規
格
検
討
を
開
始
し
、
サ
ン
プ
ル
に
よ
る
輸

送
試
験
等
を
野
菜（
レ
タ
ス
類
）、
果
実（
な

し
・
ぶ
ど
う
）
で
実
施
し
ま
し
た
。
産
地
事

情
・
品
目
特
性
等
に
よ
り
課
題
も
多
く
適
正

な
段
ボ
ー
ル
の
サ
イ
ズ
・
形
状
の
選
定
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
今
後
も
継
続
的
に
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

包装資材課

段
ボ
ー
ル
コ
ス
ト
抑
制
の
取
組
み

ぶなしめじショートフラップ

えのき段ボール輸送試験シャインマスカット11型
パレット対応段ボール

南水のパレット輸送

シャインマス
カットの
輸送試験

えのき段ボールサイズ比較

6

重点事業方針
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ン
ペ
ー
ン
企
画
で
は
秋
ら
し
さ
の
演
出
に

よ
る
消
費
促
進
を
企
図
し
て
女
性
タ
レ
ン

ト
を
起
用
し
た
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
展
開
し

ま
し
た
。
今
後
も
変
化
あ
る
宣
伝
展
開
を

企
画
し
、
き
の
こ
消
費
拡
大
に
努
め
ま
す
。

⑷
き
の
こ
課
題
解
決
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

 　
き
の
こ
生
産
・
販
売
に
お
け
る
課
題
に

つ
い
て
、
集
中
的
に
対
策
・
検
証
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
今
回
は
そ
れ
ら
の
４
項
目

を
報
告
し
ま
す
。

①
出
荷
調
整
力
の
強
化
と
外
部
倉
庫
活
用

　

 　
需
要
減
退
期
～
需
要
期
を
通
し
て
物
日

明
け
の
﹁
中
だ
る
み
﹂
に
よ
る
価
格
低
下

が
顕
著
に
現
れ
ま
す
。
海
の
日
、
秋
分
の

日
、
体
育
の
日
、
文
化
の
日
明
け
の
週
中

販
売
を
意
図
的
な
出
荷
休
止
も
し
く
は
土

場
売
り
休
止
を
行
い
価
格
維
持
策
と
し
ま

し
た
。
近
年
、
働
き
方
改
革
が
進
む
中
で
、

仲
卸
、
バ
イ
ヤ
ー
も
週
中
の
仕
入
れ
を
休

む
傾
向
が
強
い
た
め
、
買
参
人
の
参
加
が

少
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
販
売
日
の
出

荷
調
整
に
つ
い
て
今
後
も
検
証
を
重
ね
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
出
荷
調
整
に
よ
り

倉
庫
収
納
能
力
を
上
回
る
産
地
在
庫
に
つ

い
て
は
外
部
倉
庫
の
活
用
に
よ
り
調
整
を

行
い
ま
し
た
。

②
計
画
生
産
と
春
暖
期
減
産
の
強
化

　

 　
春
暖
期
の
計
画
生
産（
減
産
）
へ
の
取

組
み
は
各
産
地
で
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

量
販
店
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
会
社

提
供
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
に
よ
る
需
要
傾
向

値
を
参
考
に
生
産
計
画
数
を
産
地
ご
と
に

検
証
し
、
減
産
と
減
産
緩
和
の
情
報
発
信

を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
夏
場
の
き
の
こ

需
要
減
退
期
に
つ
い
て
は
当
会
生
産
振
興

課
提
案
の
加
工
業
務
用
キ
ュ
ウ
リ
定
数
詰

め
や
夏
場
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
等
果
菜
類
の
複

合
生
産
に
よ
り
青
果
物
総
合
供
給
力
強
化

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

③
コ
ス
ト
抑
制
型
ダ
ン
ボ
ー
ル
開
発

　

 　
本
年
５
月
、
出
荷
用
ダ
ン
ボ
ー
ル
値
上

げ
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
値
上
分
の

抑
制
を
目
的
に
﹁
コ
ス
ト
抑
制
型
ダ
ン

ボ
ー
ル
﹂
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
３

度
に
及
ぶ
輸
送
試
験
の
結
果
を
経
て
、
ぶ

な
し
め
じ
で
は
天
井
空
き
（
15
㎝
空
き
）

タ
イ
プ
、
え
の
き
た
け
２
０
０
ｇ
計
量
品

で
は
サ
イ
ズ
変
更
版（
現
行
品
／
外
寸

５
０
０
×
２
８
４
×
Ｈ
１
５
０⇒

変
更
品

／
外
寸
３
５
６
×
２
６
７
×
Ｈ
２
２
５
）

を
採
用
可
能
と
し
て
発
信
し
ま
し
た
。
現

時
点
で
は
、
え
の
き
た
け
で
北
信
２
Ｊ
Ａ
、

中
信
１
Ｊ
Ａ
が
採
用
。
ぶ
な
し
め
じ
は
北

信
３
Ｊ
Ａ
が
採
用
。
今
後
の
切
替
え
は
、

生
産
と
集
荷
所
管
理
実
態
や
資
材
在
庫
を

鑑
み
て
進
む
見
通
し
で
す
。
現
在
、
え
の

き
た
け
１
０
０
ｇ
規
格
、
２
０
０
ｇ
株
タ

イ
プ
の
試
験
、
開
発
を
継
続
実
施
中
で
す
。

④
新
規
業
務
加
工
開
発

　

 　
昨
今
の
食
の
変
化
へ
の
対
応
と
し
て
、

新
規
加
工
業
務
開
拓
、
加
工
製
品
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
な
め
こ
冷

凍
品
の
提
案
や
き
の
こ
の
う
ま
煮
、
き
の

こ
入
り
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
の
レ
ト
ル
ト
食

品
の
開
発
と
原
料
供
給
、
き
の
こ
汁
、
き

の
こ
ス
ー
プ
な
ど
の
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
品

の
開
発
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
き
の
こ
食

文
化
の
創
出
に
む
け
加
工
製
品
の
製
造
販

売
の
検
証
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

１
．
き
の
こ
生
産
販
売
状
況
に
つ
い
て

　
き
の
こ
生
産
・
販
売
は
依
然
厳
し
さ
を
脱

し
て
い
ま
せ
ん
。
経
済
環
境
の
変
化
や
気
象

変
動
は
食
の
変
化
、
小
売
店
の
販
売
に
大
き

く
影
響
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
輸
送
費
、
燃

料
費
、
生
産
出
荷
資
材
費
、
人
件
費
を
含
め

た
生
産
販
売
コ
ス
ト
は
増
嵩
し
、
き
の
こ
経

営
は
よ
り
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
よ
り
新
た
な
中
期
三
ヵ
年
事
業
を
進

め
る
に
あ
た
り
各
種
課
題
解
決
と
新
た
な
取

組
み
に
よ
り
、
き
の
こ
販
売
環
境
の
改
善
に

向
け
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
き
の
こ
重
点
推
進
事
項
に
つ
い
て

⑴
重
点
取
引
先
へ
の
営
業
強
化

　

 　
各
販
売
事
務
所
で
き
の
こ
重
点
取
引
先

を
選
定
し
定
例
商
談
を
実
施
。
目
標
設
定
、

進
捗
管
理
を
行
い
な
が
ら
供
給
拡
大
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
東
京
４
社
、

大
阪
８
社
、
名
古
屋
４
社
、
福
岡
１
社
、

長
野
４
社
を
重
点
取
引
先
と
し
、
消
費
宣

伝
事
業
等
の
支
援
策
を
活
用
し
た
商
談
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑵
き
の
こ
機
能
性
表
示
に
よ
る

　
系
統
ブ
ラ
ン
ド
確
立

　

 　
令
和
元
年
10
月
18
日
、
消
費
者
庁
へ
届

出
を
進
め
て
き
た
﹁
長
野
県
Ｊ
Ａ
産
え
の

き
た
け
﹂
が
機
能
性
表
示
食
品
と
し
て
受

理
さ
れ
ま
し
た
。
え
の
き
た
け
に
含
ま
れ

る
機
能
性
成
分
で
あ
る
﹁
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
﹂
が

﹁
血
圧
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が
得
ら
れ

る
﹂
と
し
た
研
究
を
重
ね
、
届
出
・
受
理

に
至
り
ま
し
た
。
昨
今
、
高
齢
化
が
進
む

中
で
健
康
志
向
と
食
へ
の
関
心
は
一
層
高

ま
る
中
、
食
品
の
持
つ
機
能
性
の
情
報
提

供
が
消
費
者
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

え
の
き
た
け
の
機
能
性
表
示
食
品
に
よ
る

健
康
増
進
と
長
野
県
Ｊ
Ａ
産
え
の
き
た
け

ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た
営
業
推
進
に
取
り

組
み
、
実
販
売
へ
つ
な
げ
ま
す
。

⑶
消
費
宣
伝
事
業
の
拡
充

　

 　
本
年
の
消
費
宣
伝
事
業
は
、
食
文
化
の

創
出
と
営
業
・
販
売
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て

の
拡
充
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
き
の
こ
を

食
べ
る
ス
ー
プ
の
素（
コ
ン
ソ
メ
味
）、

き
の
こ
満
足
パ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
し
た
販

促
資
材
の
拡
充
と
店
舗
販
売
員
、
サ
ブ
バ

イ
ヤ
ー
、
新
人
職
員
向
け
の
研
修
会
開
催

に
よ
り
、
長
野
県
産
品
フ
ァ
ン
づ
く
り
に

よ
る
系
統
き
の
こ
販
売
力
向
上
を
狙
っ
た

も
の
と
し
ま
し
た
。
食
育
・
食
文
化
創
出

活
動
で
は
、
大
学
生
協
事
業
連
合
へ
の
季

節
限
定
メ
ニ
ュ
ー
﹁
き
の
こ
そ
ば
﹂
の
提

案
を
７
５
，
０
０
０
食
供
給
に
向
け
て
企

画
・
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
都
市
部
の
小

学
校
で
の
学
習
会
で
は
家
庭
で
の
き
の
こ

料
理
と
鍋
需
要
喚
起
を
狙
っ
て
、
全
校
児

童
・
教
職
員
へ
き
の
こ
を
提
供
し
ま
し
た
。

夏
期
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画
で
は
き
の
こ

の
冷
凍
保
存
方
法
を
訴
求
し
、
秋
期
キ
ャ

きのこ課

令
和
元
年
度

き
の
こ
課
中
期
事
業
計
画
の
推
進
状
況

機能性表示食品として受理されたことを記者会見で報告

パッケージに機能性表示食品と明示

小学校での学習会

秋期キャンペーン大学生協の限定メニュー

えのきたけ
コスト抑制型
段ボール

ぶなしめじ天井空き段ボール

フリーズドライのきのこスープ（右はお湯で戻したスープ）
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一
年
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、2
0
1
9

年
も
大
き
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
原
因
が
地
球
温
暖
化
に
よ
る
こ
と

が
主
要
因
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

世
界
規
模
で
気
象
異
常
が
発
生
し
大
き

な
災
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
日
本

で
も
台
風
19
号
に
よ
る
大
雨
が
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
地
球
温
暖
化
に

よ
る
異
常
気
象
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

今
後
も
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

長
野
県
環
境
保
全
研
究
所
な
ど
の
試
算

に
よ
る
と
、
温
暖
化
ス
ピ
ー
ド（
気
候
変

動
）
は
全
国
平
均
で
年
間
2
4
9
メ
ー

ト
ル
の
速
さ
で
進
む
そ
う
で
す
。
よ
り

標
高
の
高
い
地
域
か
、
よ
り
北
の
地
域

へ
移
動
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

農
産
物
の
産
地
図
が
急
速
に
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
心
配
で
す
。

　

令
和
２
年
に
向
け
、
広
報
・
宣
伝
関

係
で
は
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
が
Ｊ
１
で
奮
闘

し
た
も
の
の
Ｊ
２
降
格
と
残
念
な
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
、
Ｊ
１
復
帰
に
期
待

し
ま
す
。
御
嶽
海
は
二
度
目
の
幕
内
優

勝
を
果
た
し
、
大
関
と
り
に
仕
切
り
な

お
し
の
奮
起
を
期
待
し
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
小

平
奈
緒
選
手
は
不
運
も
重
な
り
Ｗ
杯
女

子
5
0
0
メ
ー
ト
ル
は
23
連
勝
で
止

ま
っ
た
も
の
の
、
シ
ー
ズ
ン
本
番
の
活

躍
に
期
待
し
て
い
き
た
い
で
す
。

�

（
Y
）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 131 91 92 
生 産 振 興 部 計 131 91 92 
米 穀 12,765 100 101 
果 実 28,514 92 94 
野 菜 花 き 56,962 89 88 
き の こ 11,356 89 97 
営 業 10,103 84 94 
生 産 販 売 部 計 119,700 90 92 
包 装 資 材 6,050 95 102 
生 産 資 材 7,321 102 93 
農 業 機 械 5,144 98 96 
施 設 住 宅 4,780 133 187 
生 産 購 買 部 計 23,296 104 108 
畜 産 8,619 102 96 
三 岳 牧 場 223 111 111 
SPF 繁 殖 セ ン タ ー 204 101 99 
酪 農 12,144 98 97 
八 ヶ 岳 牧 場 169 95 103 
畜 産 酪 農 部 計 21,359 100 97 
燃料・ホームエネルギー 15,950 98 94 
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 7,312 98 93 
生 活 7,881 99 99 
生 活 部 計 31,143 98 95 
長 野 県 本 部 計 195,629 94 95 

令和元年度 11 月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

（内部販売高含む）

1月の動き▶
1月10日（金）～
2月29日（土）

信州の畜産酪農キャンペーン 畜産酪農部

1月30日（木）・
31日（金）

第51回信州フラワーショー
ウィンターセレクション
JA南信会館（伊那市）

野菜花き課

1月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

1月29日（水） 11：50 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「暮らしの応援団」 燃料・ホームエネルギー課

毎週火曜日 16：10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 信州の牛乳・乳製品に関する様々な情報を
お届け。リスナープレゼントもあります。

畜
産
課

　
牛
肉
消
費
は
、
11
月
下
旬
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て
、

一
年
の
中
で
最
大
の
需
要
期
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
に

信
州
の
お
い
し
い
牛
肉
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
た
だ
き
た

い
と
、
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
で
は
県
内
外
で
各
種
の
共
励
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
Ｃ
Ｓ
Ｆ（
豚
コ
レ
ラ
）
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
で

し
た
が
、
最
後
は
品
質
の
良
い
肉
牛
で
活
発
な
相
場
形
成

と
な
る
よ
う
、
出
品
畜
も
厳
選
し
ま
し
た
。

　
各
共
励
会
で
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

年
末
商
戦
を
目
指
し
て
、信
州
肉
牛
の
各
種
共
励
会
を
開
催

〜
各
地
で
品
質
に
高
い
評
価
〜

信州プレミアム牛肉オール信州共進会で最優秀賞を受賞した三村さんご夫妻

11月18日 第2回信州プレミアム牛肉オール信州共進会in京都
出品頭数：40頭 場所：京都食肉市場（京都市）

最優秀賞 JA松本ハイランド 三村　勉 606.3kg A5 BMS12
今年で2回目となった京都市場で開催される信州プレミアム牛肉の共進会。
県が主催となり、取引先の小売店舗では協賛したフェアも開催されました。（写真／表紙左上）

11月29日 第72回長野県畜産共進会　交雑牛の部
出品頭数：32頭　 場所：長野県食肉公社（松本市）

特別優秀賞 JA信州うえだ 久保田　聖 507.9㎏ B5 BMS8
入賞牛は、年末のA・コープ店舗などで「アルプス牛」として販売されます。
長野県内では、和牛のおいしさとお求めやすい価格で人気があります。

12月2日 第40回信州和牛（県内産）枝肉共励会
出品頭数：39頭 場所：京都食肉市場（京都市）

最優秀賞 JAながの (農）美雪ファーム
樋口 622.8㎏ A5 BMS12

生まれも育ちも長野県の和牛が出品された共励会。関西の市況が重い中、全体にかなり高い
相場となりました。京都市場での信州産に対する高い評価を反映しています。（写真／表紙右上）

11月30日 信州肉牛松本即売会
出品頭数：35頭 場所：長野県食肉公社（松本市）

最優秀賞 JA塩尻市 竹渕 洋平 540.5㎏ A5 BMS12
㈱長野県農協直販の12月商戦の目玉商品として販売される和牛の共進会。
非常に優秀な和牛が多く出品され、最高は1頭200万円以上で取り引きされました。

12月3日 第72回長野県畜産共進会　和牛肥育の部
出品頭数：48頭 場所：大阪市食肉市場（大阪市）

最優秀賞 JAみなみ信州　 蜂谷　純 676.6㎏ A5 BMS12
県共の和牛トップは誰もが狙うところ。入賞牛は高値でセリ落とされました。
大阪市場でも信州産の人気は高く、他産地と比べてもかなり高い相場展開となりました。

2019松本山雅FC JA全農長野デー
野菜ソムリエ上級プロ　NAHOさん監修 アスリートおにぎり

「きのこと豚肉と玉ねぎの混ぜご飯」
松本山雅FCホームゲームで振る舞ったアスリートおにぎり
のレシピです。スポーツの後はボリューム満点のおにぎりで
栄養補給！

ゴマ油としょうがが香る、食欲そそるごはんです。冷めてもおいし
く召し上がれます。疲労回復効果が期待される「ビタミン B1」たっ
ぷりの豚肉と、その吸収を助ける「アリシン」がたっぷりの玉ねぎ。
食物繊維、ビタミンやミネラルも豊富なぶなしめじも加わり、栄養
抜群です。
スポーツの後、30 分以内に食べて、筋肉の繊維を増やしましょう。

■材料（ごはん3合分）
豚こま� 200g
玉ねぎ� 1/2 個分
ぶなしめじ� 1パック
ゴマ油� 大さじ1
ごはん (かため)� 3 合分

《調味料A》
・しょうが（すりおろし）� 小さじ2
・しょうゆ� 大さじ3
・みりん� 大さじ3
・中華スープの素� 小さじ2

■作り方
①�豚肉は細かく切る。玉ねぎは薄くスライスする。ぶ
なしめじは石づきを取り、ほぐす。

②�フライパンにゴマ油を熱し、豚肉、玉ねぎ、ぶなし
めじを炒め、火が通ったら、調味料Aを加え、汁気
がなくなるまで炒める。

③�温かいごはんに②をよく混ぜ、おにぎりをにぎる。
（敬称略）

（敬称略）

（敬称略）

（敬称略）

（敬称略）
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JA 全農長野ホームページ https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」 https://www.ja-town.com
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